On "Heike Monogatari" in the possession of Joko (城幸本平家物語) by 鈴木 彰

　
城
幸
本
『
平
家
物
語
』
に
つ
い
て
鈴　
木　
　
彰
一　
は
じ
め
に
　
『
思
文
閣
古
書
資
料
目
録
』
第
百
七
十
八
号
（
二
〇
〇
二
年
七
月
）
に
、「　
城
幸
本
平
家
物
語　
十
一
冊
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
『
平
家
物

語
』
は
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
の
所
蔵
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
（
口
絵
参
照
）。
後
述
す
る
と
お
り
、
本
書
は
い
わ
ゆ
る
八
坂
系
第
二
類
本
Ａ
種
の
本
文
を
有
す
る
新
出
伝
本
で
あ
る
。
各
巻
末
に
「
城
幸
検
校
」
が
所
持
し
て
い
た
こ
と
を
明
記
す
る
奥
書
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
数
次
に
及
ぶ
本
文
改
訂
の
跡
が
現
存
全
巻
に
わ
た
っ
て
散
見
す
る
こ
と
は
、
特
に
注
目
す
べ
き
点
と
い
え
る
。
今
後
、
本
書
の
具
体
相
を
分
析
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
物
語
の
展
開
過
程
は
も
ち
ろ
ん
、
中
世
末
か
ら
近
世
初
期
に
か
け
て
の
当
道
（
琵
琶
法
師
の
座
）
と
書
籍
と
し
て
の
『
平
家
物
語
』
と
を
と
り
ま
く
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
を
考
え
る
上
で
も
、
少
な
か
ら
ず
示
唆
を
得
ら
れ
る
も
の
と
予
見
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
同
本
の
書
誌
事
項
と
本
文
系
統
を
中
心
と
し
た
基
礎
的
事
項
を
整
理
・
紹
介
し
つ
つ
、
い
さ
さ
か
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。
二　
書
誌
・
奥
書
に
つ
い
て
　
ま
ず
は
当
該
『
平
家
物
語
』
写
本
の
書
誌
事
項
を
示
す
。
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
―　　―
﹇
所
蔵
﹈　
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
（
未
整
理
）
﹇
巻
冊
﹈　
全
十
二
巻
の
う
ち
巻
第
三
欠　
存
十
一
巻
十
一
冊
﹇
外
題
﹈　
表
紙
中
央
上
方
に
題
簽
「
平
家
物
語
巻
第
一
（
〜
巻
第
十
二
）」
﹇
内
題
﹈　
平
家
物
語
巻
第
一
（
〜
巻
第
十
二
）　
＊
巻
第
七
に
は
な
し
﹇
目
録
題
﹈　
平
家
物
語
巻
第
一
（
〜
巻
第
十
二
）
﹇
尾
題
﹈　
平
家
物
語
巻
第
一
（
〜
巻
第
十
二
）
﹇
表
紙
﹈　
白
茶
色
無
地
表
紙
﹇
寸
法
﹈　
縦
二
六
・
二
糎
×
横
二
〇
・
〇
糎
﹇
装
丁
﹈　
袋
綴　
＊
綴
じ
直
し
た
跡
あ
り
。
﹇
料
紙
﹈　
楮
紙
﹇
見
返
し
﹈　
本
文
共
紙
﹇
紙
数
﹈　
巻
第
一　
丁　
巻
第
二　
丁　
巻
第
四　
丁　
巻
第
五　
丁　
巻
第
六　
丁　
巻
第
七　
丁






　
　
　
　
巻
第
八　
丁　
巻
第
九　
丁　
巻
第
十　
丁　
巻
第
十
一　
丁　
巻
第
十
二　
丁





　
　
　
　
各
冊
遊
紙
な
し
。　
＊
巻
第
九
・
十
に
み
え
る
訂
正
本
文
を
記
し
た
料
紙
は
紙
数
に
含
め
て
い
な
い
。
﹇
半
葉
行
数
﹈　
九
行
﹇
字
高
﹈　
二
三
・
四
糎
﹇
用
字
﹈　
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵

　
城
幸
本
『
平
家
物
語
』
に
つ
い
て
―　　―
﹇
章
段
名
﹈　
各
冊
巻
頭
に
目
録
一
丁
分
。
本
文
中
に
一
字
下
げ
で
章
段
名
を
記
す
。
﹇
書
入
﹈　
本
文
中
の
平
仮
名
の
傍
ら
、
も
し
く
は
四
周
余
白
に
該
当
漢
字
を
示
す
。
そ
の
他
、
補
入
・
訂
正
等
多
数
あ
り
。
﹇
貼
紙
﹈　
巻
第
一
・
十
・
十
一
に
あ
り
。
訂
正
本
文
を
該
当
部
に
貼
る
。
﹇
蔵
書
印
﹈　
な
し
﹇
奥
書
﹈　
慶
長
八
年

十
一
月
八
日
／
城
幸
検
校
所
持
（
各
冊
巻
末
。
本
文
と
別
墨
）　
＊
巻
第
十
に
は
「
持
」
の
文
字
な
し
﹇
そ
の
他
﹈　
全
巻
一
筆
書
写
。
句
読
点
な
し
。
巻
第
二
に
錯
簡
あ
り
。
ご
く
一
部
に
朱
引
あ
り
。
　
続
い
て
そ
の
奥
書
の
内
容
を
確
認
し
て
お
く
。
　
ま
ず
、
各
巻
末
に
同
様
に
記
さ
れ
た
、
　
　
慶
長
八
年

十
一
月
八
日
　
　
　
城
幸
検
校
所
持
と
い
う
奥
書
は
、
本
文
と
は
墨
色
を
異
に
し
て
い
る
 
 
（〈
図
版
一
〉
参
照
）。
全
巻
に
同
筆
で
同
じ
年
月
日
が
記
さ
れ
て
お
り
、
一
人
で
全
十
二
巻
を
一
日
の
う
ち
に
書
写
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
か
ら
、
慶
長
八
年
癸卯
癸卯
―　　―
〈
図
版
一
〉
巻
第
一
巻
末
（
一
六
〇
三
）
十
一
月
八
日
は
、
文
字
通
り
当
該
写
本
が
城
幸
検
校
の
所
持
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
時
点
を
示
す
も
の
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
本
文
自
体
は
そ
れ
を
遡
る
時
点
で
晴
眼
者
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
本
文
は
、
中
世
最
末
期
の
一
様
態
を
伝
え
て
い
る
と
み
ら
れ
る
 
 
。
　
右
に
い
う
「
城
幸
検
校
」
は
、
時
代
的
に
み
て
も
、『
職
代
記
 
 
』
に
名
の
み
え
る
、
の
ち
に
総
検
校
と
な
る
城
幸
そ
の
人
と
み
ら
れ
る
。
同
書
か
ら
関
連
部
分
を
引
用
し
て
お
こ
う
。
　
　
伝
一
総
検
校
。
在
名
藤
井
。
戒
名
慶

宗
善
大
徳
。
職
廿
一
年
。
慶
長
十
七
年
壬
子
閏
十
月
十
七
日
逝
去
。
第
十
九
　
　
円
一
総
検
校
。
在
名
伊
豆
。
戒
名
如
心
誠
江
大
徳
。
職
十
年
。
元
和
七
年
辛
酉
十
月
廿
五
日
逝
去
。
第
廿
　
　
　

城
幸
総
検
校
。
在
名
森
島
。
戒
名
松
風
院
雲
夢
広
空
大
徳
。
職
一
年
。
元
和
八
年
壬
戌
九
月
八
日
逝
去
。
第
廿
一
元
和
七
年
（
一
六
二
一
）
十
月
二
十
五
日
に
円
一
総
検
校
が
没
し
た
の
ち
に
第
二
十
一
代
総
検
校
と
な
り
、
翌
年
九
月
に
在
職
一
年
足
ら
ず
に
し
て
亡
く
な
っ
た
城
幸
に
関
す
る
事
跡
は
、
今
の
と
こ
ろ
ほ
と
ん
ど
未
詳
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
う
し
た
中
、
本
書
の
奥
書
に
よ
っ
て
、
総
検
校
に
至
る
前
の
検
校
と
し
て
の
活
動
期
間
（
十
八
年
以
上
に
及
ぶ
）
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
本
書
は
琵
琶
法
師
の
管
理
下
に
あ
っ
た
『
平
家
物
語
』
の
具
体
例
と
し
て
も
貴
重
で
あ
り
、「
城
」
名
を
も
つ
検
校
（
八
坂
方
の
琵
琶
法
師
と
み
ら
れ
る
）
が
、
い
わ
ゆ
る
「
八
坂
系
」
の
伝
本
を
所
持
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
実
例
と
し
て
も
興
味
深
い
。
本
書
と
同
類
と
み
な
さ
れ
る
伝
本
が
、
こ
の
時
期
に
多
く
書
写
さ
れ
て
い
た
こ
と
 
 
と
も
関
わ
っ
て
、
今
後
よ
り
広
い
視
座
か
ら
の
検
討
を
要
し
よ
う
。
　
な
お
、
慶
長
八
年
は
二
月
十
二
日
の
徳
川
家
康
征
夷
大
将
軍
任
命
に
伴
う
江
戸
幕
府
開
幕
の
年
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
年
は
当
道
に
と
っ
て
も
特
別
な
年
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
の
ち
に
第
二
十
代
総
検
校
と
な
る
伊
豆
円
一
が
江
戸
に
下
っ
て
徳
川
家
康
に
謁
見
、
当
道
の
格
式
・
法
式
・
諸
法
度
の
次
第
に
つ
い
て
家
康
の
承
認
を
得
て
、
そ
れ
を
守
る
べ
く
式
目
が
改
め
ら
れ
た
の
が
こ
の
年
と
伝
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
（『
当
道
抜
集
録
　
　 
 
』）。
こ
の
円
一
の
行
動
は
、
時
の
総
検
校
藤
井
伝
一
の
代
理
と
し
て
の
出
府
で
、
こ
の
時
に
江
戸
幕
府
の
盲
人
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵

　
城
幸
本
『
平
家
物
語
』
に
つ
い
て
―　　―
保
護
政
策
の
基
盤
が
定
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
近
世
の
検
校
に
つ
い
て
三
代
に
わ
た
る
師
弟
関
係
を
示
し
た
系
図
『
三
代
関
』
が
、
他
な
ら
ぬ
慶
長
八
年
の
「
小
田
切
り
よ
一
」
の
記
事
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
 
 
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
て
も
、
こ
の
慶
長
八
年
と
い
う
年
が
、
幕
府
体
制
下
に
あ
る
の
ち
の
当
道
の
中
に
特
別
な
意
味
を
持
っ
た
年
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
同
年
の
政
治
・
社
会
状
況
と
当
該
奥
書
と
の
具
体
的
な
関
係
は
今
の
と
こ
ろ
定
か
で
は
な
い
が
、
こ
の
後
本
書
が
伝
え
ら
れ
て
い
く
過
程
に
お
い
て
、
慶
長
八
年
に
城
幸
検
校
が
所
持
し
て
い
た
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
意
義
は
小
さ
く
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
本
書
奥
書
は
、
い
わ
ゆ
る
八
坂
系
第
二
類
の
本
文
と
「
城
」
名
の
検
校
、
そ
し
て
近
世
当
道
の
始
源
年
の
つ
な
が
り
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
こ
と
に
目
を
配
っ
て
お
き
た
い
。
　
さ
て
、
当
該
奥
書
や
、
本
文
中
に
散
見
す
る
諸
種
の
書
き
込
み
等
か
ら
、
本
書
の
書
写
と
城
幸
検
校
と
の
関
係
を
う
か
が
う
こ
と
は
で
き
そ
う
に
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
厳
密
に
い
え
ば
こ
れ
は
「
城
幸
検
校
所
持
本
」
と
称
す
べ
き
伝
本
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
略
称
と
し
て
の
煩
雑
さ
を
さ
け
る
た
め
、
伝
来
過
程
の
基
点
と
な
る
検
校
の
名
を
含
み
込
む
名
称
と
し
て
、「
城
幸
本
」
と
称
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
三　
本
文
の
性
格
に
つ
い
て
　
続
い
て
、
城
幸
本
の
本
文
系
統
に
つ
い
て
ご
く
簡
単
に
述
べ
て
お
く
。
あ
ら
か
じ
め
い
え
ば
、
現
存
十
一
巻
は
全
て
八
坂
系
第
二
類
本
Ａ
種
 
 
に
属
す
る
本
文
を
有
し
て
い
る
。
八
坂
系
第
二
類
本
は
Ａ
種
（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
本
〈
巻
第
十
二
欠
〉・
彰
考
館
蔵
八
坂
本
・
内
閣
文
庫
蔵
秘
閣
粘
葉
本
）・
Ｂ
種
（
内
閣
文
庫
蔵
城
方
本
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
田
中
教
忠
本
・
天
理
図
書
館
蔵
那
須
本
・
奥
村
家
本
）
に
下
位
分
類
で
き
る
。
城
幸
本
は
、
各
巻
に
お
け
る
記
事
の
有
無
や
本
文
の
あ
り
よ
う
は
も
ち
ろ
ん
、
章
段
の
区
切
り
方
や
用
字
等
を
見
渡
し
て
も
、
明
ら
か
に
Ａ
種
本
と
し
て
扱
う
べ
き
伝
本
で
あ
る
 
 
。
具
体
例
は
掲
出
し
な
い
が
、
八
坂
系
本
文
の
特
徴
を
整
理
し
た
「
八
坂
系
平
家
物
語
本
文
判
別
マ
ニ
ュ
ア
ル
 
 
」
に
示
さ
れ
た
、
第
二
類
本
を
特
徴
づ
け
る
指
標
に
全
て
該
当
す
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
く
。
―　　―
　
紙
幅
の
関
係
も
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
城
幸
本
が
第
二
類
本
の
中
で
も
Ａ
種
本
の
特
徴
を
備
え
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
伝
存
各
巻
に
つ
い
て
一
例
づ
つ
の
具
体
例
を
あ
げ
て
示
し
て
お
く
。
な
お
、
あ
わ
せ
て
京
都
府
立
総
合
資
料
館
本
（
以
下
、
京
資
本
）
と
の
異
同
を
、
本
文
右
傍
に
番
号
を
付
す
形
で
付
記
す
る
（
京
資
本
で
欠
巻
の
巻
第
十
二
は
彰
考
館
本
に
拠
る
。
カ
ッ
コ
内
は
底
本
の
行
間
補
入
）。
ご
く
限
ら
れ
た
事
例
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
異
同
の
状
況
か
ら
み
て
も
、
京
資
本
と
は
直
接
的
な
親
子
関
係
で
は
な
い
も
の
の
、
異
同
の
幅
は
こ
の
程
度
に
収
ま
る
と
い
う
関
係
に
あ
る
こ
と
を
看
取
で
き
よ
う
（
こ
の
点
は
他
の
Ａ
種
本
と
の
間
で
も
同
様
と
み
ら
れ
る
）。
_
…
…
世
間
も
い
ま
だ
落
居
せ
す
。　
〈
α
〉
其
比
の
主
上
と
申
は
二
条
院
、
上
皇
と
申
は
後
白
川
院
の
御
事
也
。
主
上
・
上
皇
は
父
子
の
御
間
也
け
れ
は
、
何
事
の
御
へ
た
て
か
わ
た
ら
せ
給
ふ
へ
き
な
れ
と
も
、
①

お
も
ひ
の
外
の
事
共
有
て
、
主
上
常
は
院
②

の
仰
を
も
申
③
か
へ
さ
せ
お
は
し
ま
す
。　
〈
β
〉
応
保
・
長
寛
の
比
ほ
ひ
は
、
内
の
近
習
者
を
は
院
よ
り
誡
ら
れ
、
院
の
近
習
者
を
は
内
よ
り
誡
ら
れ
し
か
は
、
上
下
恐
を
の
ゝ
い
て
、
安
き
心
ち
も
せ
さ
り
け
り
。
た
ゝ
深
淵
に
の
そ
ん
て
薄
氷
を
ふ
む
に
お
な
し
。
（
巻
第
一
「
二
代
后
」）
﹇
異
同
﹈
①
と
も
―
共　
②
お
も
―
思　
③
の
―
ナ
シ
＊
Ｂ
種
本
は
〈
β
〉
↓
〈
α
〉
の
順
に
記
す
。
`
…
…
水
火
の
せ
め
に
及
給
へ
き
①

由
聞
え
け
り
。【
是
に
よ
つ
て
山
門
の
大
衆
又
下
洛
す
と
聞
②

え
し
か
は
、
内
裏
並
に
院
の
御
所
へ
軍
兵
③
（
を
）
め
さ
れ
け
り
。
京
中
の
騒
動
斜
な
ら
す
。
さ
れ
④

と⑤
も
、
大
衆
参
略
せ
さ
れ
は
、
事
し
つ
ま
り
ぬ
。】
同
き
十
三
日
に
…
…
（
マ
マ
）
（
巻
第
二
「
座
主
流
」）
﹇
異
同
﹈
①
給
―
玉
ふ　
②
由
―
よ
し　
③
え
―
ナ
シ　
④
（
を
）
―
を　
⑤
と
も
―
共　
＊
【　
】
内
は
Ｂ
種
本
に
は
な
い
。
a
…
…
を
の
つ
か
ら
迦
る
ゝ
水
に
は
何
も
た
ま
ら
す
押
流
す
。【
雑
人
原
は
馬
の
下
手
に
と
り
付 
渡
し
け
る
か
、
脇
よ
り
か
み
を
ぬ
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵

　
城
幸
本
『
平
家
物
語
』
に
つ
い
て
―　　―
ら
さ
ぬ
者
も
お
ほ
か
り
け
り
。】
其
中
に
も
…
…
（
巻
第
四
「
宮
の
最
後
」）
＊
【　
】
内
は
Ｂ
種
本
に
は
な
い
。
b
…
…
と
そ
日
本
紀
に
は
し
る
さ
れ
た
る
。　
〈
α
〉
又
入
道
の
謀
に
、
十
四
五
六
成
童
へ
を
、
髪
を
か
ふ
ろ
に
切
ま
は
し
、
赤
き
直
垂
①
を
き
せ
、
童
と
名
付
て
三
百
余
人
召
遣
れ
け
る
（
中
　
に
）、
天
狗
交
て
遊
ひ
け
る
こ
そ
②

不
思
議
な
れ
。　
〈
β
〉
又
入
道
相
国
の
安
芸
③
守
た
り
し
時
、
厳
嶋
の
大
明
神
よ
り
霊
夢
蒙
て
覚
に
給
は
ら
れ
た
り
け
る
白
柄
の
小
長
刀
、
常
の
枕
を
は
な
さ
す
た
て
ら
れ
け
る
か
、
④
其
比
俄
に
失
に
け
る
こ
そ
⑤

不
思
議
な
れ
。　
又
其
こ
ろ
ふ
る
き
都
に
⑥

御
座
け
る
…
…
（
巻
第
五
「
物
怪
」）
⑦
﹇
異
同
﹈
①
髪
―
か
み　
②
（
中
に
）
―
中
に　
③
不
思
議
―
ふ
し
き　
④
蒙
―
か
う
む
つ　
⑤
に
―
ナ
シ　
⑥
不
思
議
―
ふ
し
き　
⑦
御
座
―
お
は
し
＊
〈
α
〉
と
〈
β
〉
を
続
け
て
記
す
の
は
Ａ
種
の
特
徴
。
c
…
…
又
（
此
）
若
公
あ
ま
り
に
夜
鳴
を
し
①

た
ま
ひ
け
れ
は
、【
忠
盛
か
や
う
の
事
を
も
奏
せ
は
や
と
思
は
れ
け
る
折
節
、
一
院
又
八
②
幡
へ
御
幸
成
て
臨
時
の
御
神
楽
の
候
ひ
け
る
に
、】
忠
盛
此
由
を
奏
し
被
申
た
り
け
れ
は
…
…
（
巻
第
六
「
祇
園
女
御
」）
﹇
異
同
﹈
①
（
此
）
―
此　
②
た
ま
―
玉
＊
【　
】
内
は
Ｂ
種
本
に
は
な
い
。
d
さ
て
、
斎
藤
五
・
斎
藤
六
申
け
る
は
、
既
に
御
一
門
の
御
所
共
に
火
①

懸
り
候
ひ
ぬ
。
此
御
所
計
角
て
②

有
へ
き
に
て
も
候
は
す
。
何
方
③

に
て
も
忍
は
せ
お
は
し
ま
せ
と
申
け
れ
は
、
北
の
方
、
実
に
も
と
て
、
若
公
姫
公
④

引
具
し
奉
り
一
⑤

ツ
車
に
取
乗
て
、
斎
藤
五
・
斎
藤
⑥
六
を
先
に
立
て
、
い
つ
く
を
量
り
共
な
く
西
を
さ
し
て
遣
出
す
。
嵯
峨
辺
大
覚
寺
菖
蒲
谷
の
坊
と
申
所
に
そ
（
⑦

な
く 
）
忍
ひ
給
⑧
け
る
。
（
巻
第
七
「
維
盛
都
落
」）
﹇
異
同
﹈
①
既
―
す
て　
②
懸
―
か
　ゝ
③
有
―
あ
る　
④
に
て
（
底
本
ミ
セ
ケ
チ
「
ゑ
」
と
傍
記
）
―
へ　
⑤
引
具
し
奉
り
（
底
本
ミ
セ
ケ
チ
）
―　　―
―
ナ
シ　
⑥
ツ
―
ナ
シ　
⑦
量
―
は
か　
⑧
（
な
く 
）
―
泣
々
＊
章
段
末
の
右
引
用
部
は
Ｂ
種
本
に
は
な
い
。
e
角
て
教
通
勧
賞
行
る
ゝ
事
も
な
か
り
け
る
に
、
述
懐
の
和
哥
一
首
読
て
こ
そ
勧
賞
に
は
預
り
け
れ
。
　
　
　
ひ
と
た
ひ
は
思
ひ
出
て
鳴
郭
公
老
そ
の
森
の
夜
半
の
む
か
し
を
　
　
　
こ
の
う
ち
も
い
と
う
ら
や
ま
し
山
か
ら
の
身
を
か
く
す
へ
き
夕
顔
の
や
と
　
　
と
か
様
に
仕
て
こ
そ
勧
賞
を
は
な
さ
れ
け
れ
。
（
巻
第
八
「
法
皇
之
山
門
御
幸
」）
﹇
異
同
﹈
①
読
―
―
よ
み
＊
章
段
末
の
右
引
用
部
は
Ｂ
種
本
に
は
な
い
。
f
源
氏
七
日
の
矢
合
と
さ
た
め
て
ん
け
れ
は
、
平
家
の
方
に
は
今
や
よ
す
る 
と
安
き
心
ち
も
し
た
ま
は
す
。
（
巻
第
九
「
三
草
之
夜
討
」）
＊
章
段
末
の
右
引
用
部
は
Ｂ
種
本
に
は
な
い
。
g
去
程
に
小
松
の
三
位
の
中
将
維
盛
の
卿
の
北
方
は
、
西
山
の
麓
大
覚
寺
菖
蒲
谷
の
坊
に
忍
ふ
て
御
座
け
る
か
、【
西
国
へ
討
手
の
①
下
ル
　

度
に
は
、
三
位
中
将
の
②

身
の
上
に
何
な
る
事
を
か
聞
か
ん
す
ら
ん
と
、
や
す
き
③

心
も
し
給
は
す
。
波
の
う
へ
、
舟
の
う
ち
の
住
④
居
と
聞
は
、
風
吹
時
は
い
つ
く
の
波
に
ゆ
ら
れ
給
ふ
ら
ん
、
隙
な
き
軍
と
聞
時
は
⑤

其
矢
に
も
や
当
り
給
ら
ん
と
心
を
つ
く
し
給
ひ
し
⑥
か
、】
有
夜
の
暁
寝
覚
し
て
乳
人
の
女
房
に
向
て
宣
ひ
け
る
は
…
…
（
巻
第
十
「
維
盛
之
北
方
之
出
家
」）
﹇
異
同
﹈
①
御
座
―
お
は
し　
②
ル
―
ナ
シ　
③
身
―
み　
④
心
―
心
ち　
⑤
風
―
風
の　
⑥
其
（
底
本
ミ
セ
ケ
チ
「
若
」
と
傍
記
）
―
若
＊
【　
】
内
は
Ｂ
種
本
に
は
な
い
。
h
…
…
判
官
、
よ
し 
義
経
は
猪
か
の
鹿
な
ん
と
の
事
は
し
ら
す
、
敵
を
は
（
た
ゝ
）
平
せ
め
に
責
て
勝
た
る
こ
そ
心
ち
は
よ
け
れ
①
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵

　
城
幸
本
『
平
家
物
語
』
に
つ
い
て
―　　―
と
そ
の
た
ま
ひ
け
る
。〈
α
〉
同
十
六
日
の
酉
の
刻
に
…
…
②

（
巻
第
十
一
「
逆
櫓
」）
﹇
異
同
﹈
①
（
た
ゝ
）
―
只　
②
た
ま
―
玉
＊
Ｂ
種
本
は
〈
α
〉
の
部
分
に
「
梶
原
天
性
此
殿
に
付
て
軍
せ
し
と
そ
つ
ふ
や
き
け
る
。
そ
れ
よ
り
し
て
そ
梶
原
判
官
を
に
く
み
そ
め
奉
つ
て
、
鎌
倉
殿
に
讒
言
し
て
、
終
に
討
せ
奉
り
け
る
と
そ
聞
へ
し
」（
城
方
本
）
と
あ
る
。
i
去
程
に
鎌
倉
に
は
源
二
位
殿
梶
原
を
召
て
、
今
は
頼
朝
か
敵
に
成
へ
き
者
覚
え
す
。
奥
の
秀
衡
そ
有
と
宣
へ
は
、
梶
原
判
官
殿
も
醜①
し
き
人
に
て
在
候
へ
は
、
打
と
け
さ
せ
給
ま
し
と
申
け
れ
は
、
頼
朝
も
内 
さ
思
也
と
そ
宣
ひ
け
る
。
②
（
巻
第
十
二
「
間
参
河
守
之
最
後
」）
﹇
異
同
﹈
①
醜
―
お
そ
ろ　
②
宣
―
の
た
ま
＊
Ｂ
種
本
当
該
部
「
其
比
鎌
倉
に
は
九
郎
大
夫
の
判
官
う
た
る
へ
し
と
そ
聞
え
し
」（
城
方
本
）
　
こ
れ
以
上
の
事
例
を
示
す
こ
と
は
控
え
る
が
、
城
幸
本
は
、
た
と
え
ば
こ
う
し
た
第
二
類
本
間
で
Ａ
種
本
を
特
徴
づ
け
る
様
相
―
―
記
事
順
が
Ｂ
種
本
と
異
な
っ
て
Ａ
種
本
と
は
共
通
す
る
例
（
_
・
b
）、
Ａ
種
本
―　　―
〈
図
版
二
〉
巻
第
十
二
「
吉
野
軍
」
の
独
自
異
文
を
城
幸
本
が
共
有
す
る
例
（
`
・
a
・
c
〜
g
）、
逆
に
Ｂ
種
本
の
独
自
異
文
を
Ａ
種
本
同
様
に
持
た
な
い
例
（
h
）
な
ど
―
―
を
各
巻
に
つ
い
て
含
み
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
な
お
、
Ａ
種
本
に
つ
い
て
は
、
同
種
諸
本
の
中
で
は
下
降
本
と
み
な
さ
れ
て
い
る
秘
閣
粘
葉
本
を
除
け
ば
、
巻
第
十
二
を
有
す
る
伝
本
は
彰
考
館
本
し
か
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
時
代
的
に
遡
る
城
幸
本
の
出
現
に
よ
っ
て
、
Ａ
種
本
の
巻
第
十
二
本
文
の
質
や
異
同
の
幅
を
測
る
こ
と
も
可
能
と
な
っ
て
く
る
。
ま
た
、
特
に
近
似
度
の
高
い
京
資
本
と
は
、
相
互
に
欠
巻
を
補
い
あ
う
こ
と
も
で
き
そ
う
で
あ
る
。
巻
第
十
二
本
文
に
関
す
る
詳
細
は
別
の
機
会
に
示
す
こ
と
と
す
る
が
、
彰
考
館
本
と
の
間
に
文
脈
を
変
え
る
よ
う
な
異
同
は
存
在
せ
ず
、
巻
第
十
一
ま
で
の
京
資
本
と
の
関
係
同
様
、
極
め
て
微
小
な
、
漢
字
・
平
仮
名
の
差
を
含
め
た
字
句
単
位
の
異
同
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
今
は
報
告
し
て
お
く
（
参
考
と
し
て
、
巻
第
十
二
「
吉
野
軍
」
の
冒
頭
部
の
影
印
を
示
す
〈
図
版
二
〉。）。
四　
本
文
訂
正
を
め
ぐ
っ
て
　
最
後
に
、
城
幸
本
に
関
す
る
検
討
課
題
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
各
巻
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
な
さ
れ
た
本
文
訂
正
作
業
の
跡
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
く
。
ま
ず
は
そ
れ
に
先
だ
っ
て
、
振
り
仮
名
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。
城
幸
本
は
伝
存
す
る
全
巻
に
わ
た
っ
て
平
仮
名
で
振
り
仮
名
が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
中
に
は
、
本
文
と
同
筆
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
判
断
し
が
た
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
 
 
、
本
文
の
平
仮
名
部
分
に
振
ら
れ
た
も
の
も
あ
り
、
墨
色
が
本
文
と
は
違
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
で
き
あ
が
っ
た
本
文
に
あ
と
か
ら
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
ま
た
、
そ
の
振
り
仮
名
を
訂
正
し
て
い
る
箇
所
や
、
別
筆
の
片
仮
名
の
振
り
仮
名
も
複
数
み
い
だ
せ
る
。
く
り
返
し
本
文
を
「
読
む
」
行
為
が
な
さ
れ
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
実
用
さ
れ
た
本
で
あ
る
こ
と
を
、
そ
こ
に
窺
い
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、
本
文
的
な
近
似
度
が
高
く
、
同
様
に
全
巻
に
わ
た
っ
て
振
り
仮
名
が
付
さ
れ
て
い
る
京
資
本
よ
り
も
、
全
体
的
な
傾
向
と
し
て
は
振
り
仮
名
の
分
量
は
多
い
。
こ
う
し
た
あ
り
よ
う
か
ら
も
、「
読
み
方
」
へ
の
意
識
の
強
さ
を
看
取
で
き
よ
う
か
 
 
。
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵

　
城
幸
本
『
平
家
物
語
』
に
つ
い
て
―　　―
　
さ
て
、
書
誌
の
項
に
示
し
た
と
お
り
、
本
文
訂
正
の
方
法
の
ひ
と
つ
と
し
て
貼
紙
に
よ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
巻
第
一
（
四
十
六
箇
所
）・
巻
第
十
（
一
箇
所
）・
巻
第
十
一
（
二
箇
所
）
と
、
特
に
巻
第
一
に
顕
著
で
あ
る
。
巻
第
一
の
中
に
は
、
紙
だ
け
が
貼
ら
れ
て
い
て
、
訂
正
本
文
が
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
一
例
み
え
る
。
具
体
例
を
二
例
の
み
示
し
て
お
く
。
_
…
…
降
雨
の
国
土
を
潤
ほ
す
に
お
な
し
さ
れ
は
六
波
羅
殿
の
一
家
の
公
達
と
た
に
も
い
ひ
て
ん
し
か
は
…
…（
巻
第
一
「
童
之
沙
汰
」）
＊
囲
み
部
分
に
貼
紙
。「
か
く
て
」
と
訂
す
。
`
…
…
神
も
神
徳
を
か
ゝ
や
か
し
花
も
心
あ
れ
は
に
や
廿
日
の
よ
わ
い
を
た
も
ち
け
り
（
巻
第
一
「
我
身
之
栄
花
」）
＊
囲
み
部
分
に
貼
紙
。「
心
有
け
れ
は
久
し
く
」
と
訂
す
。
_
・
`
と
も
に
、
同
系
統
の
京
資
本
の
囲
み
部
分
は
、
城
幸
本
の
基
調
本
文
に
等
し
い
。
こ
れ
を
_
「
か
く
て
」、
`
「
久
し
く
」
と
す
る
伝
本
は
今
の
と
こ
ろ
見
つ
か
ら
な
い
。
基
調
本
文
と
訂
正
本
文
に
関
す
る
こ
う
し
た
例
は
こ
の
二
例
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
貼
紙
に
よ
る
訂
正
が
、
既
存
の
特
定
伝
本
に
依
拠
し
た
作
業
で
あ
る
の
か
自
体
を
問
う
必
要
を
感
じ
さ
せ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
詳
細
な
検
討
を
要
し
よ
う
。
　
ま
た
、
本
文
中
に
は
随
所
に
墨
滅
・
ミ
セ
ケ
チ
が
な
さ
れ
て
お
り
、
消
さ
れ
た
基
調
本
文
の
脇
に
訂
正
本
文
が
記
さ
れ
て
い
る
場
合
も
多
い
。
ま
た
、
胡
粉
に
よ
る
本
文
訂
正
も
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
程
度
の
差
は
あ
る
が
や
は
り
全
巻
に
わ
た
っ
て
み
い
だ
せ
る
も
の
で
、
本
文
や
振
り
仮
名
と
は
別
筆
で
あ
る
。
　
さ
ら
に
、
基
調
本
文
を
切
り
抜
い
て
料
紙
を
貼
り
付
け
る
形
で
の
、
切
り
接
ぎ
に
よ
る
本
文
訂
正
が
巻
第
七
に
二
箇
所
み
ら
れ
る
（
①　

オ
九
行
目
〜　
ウ
五
行
目
〈「
間
　  
」〉、
②　
ウ
半
葉
分
十
一
行
〈「
維
盛
之
都
落
」〉）。
こ
れ
ら
は
同
筆
で
、
基
調
本
文
と
は
別
筆
で
あ
る
。
訂
正
さ


れ
た
本
文
は
京
資
本
と
同
文
で
あ
る
。
ま
た
、
③
巻
第
九　
ウ
（「
木
曽
之
最
後
」）・
④
巻
第
十　
オ
（「
内
裏
女
房
」）・
⑤
同　
ウ
（
同
前
）



―　　―
に
は
、
半
葉
に
裁
断
さ
れ
た
訂
正
本
文
を
記
し
た
料
紙
が
そ
の
面
に
か
ぶ
さ
る
よ
う
に
綴
じ
込
ま
れ
て
い
る
（
③
〜
⑤
に
つ
い
て
は
丁
数
に
含
め
な
か
っ
た
）。
こ
の
訂
正
本
文
は
、
先
の
切
り
接
ぎ
訂
正
①
②
と
同
筆
と
み
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
訂
正
部
分
の
分
量
と
も
関
わ
っ
て
、
基
調
本
文
を
切
り
抜
く
か
否
か
の
作
業
上
の
違
い
が
現
れ
た
も
の
で
、
同
時
点
で
な
さ
れ
た
本
文
訂
正
の
跡
と
目
さ
れ
る
。
そ
の
目
的
は
、
二
つ
の
本
文
を
比
較
す
れ
ば
、
脱
文
の
補
訂
で
あ
る
こ
と
が
た
だ
ち
に
明
ら
か
と
な
る
。
③
の
訂
正
本
文
で
示
し
て
お
こ
う
。
て
互
に
よ
ろ
い
の
袖
を
ぬ
ら
さ
れ
け
る
其
後
木
／
曽
今
井
に
向
て
宣
ひ
け
る
は
よ
し
仲
か
旗
さ
し
／
は
六
条
か
は
ら
に
て
討
れ
ぬ
義
仲
か
せ
い
は
此
／
辺
に
も
定
て
落
散
た
る
ら
ん
汝
か
旗
を
／
あ
け
て
み
よ
か
し
と
宣
へ
は
今
井
承
て
捲
て
／
持
せ
た
り
け
る
し
ら
は
た
と
ひ
て
は
つ
と
指
上
／
た
り
け
れ
は
京
よ
り
落
た
る
せ
い
共
な
く
又
せ
た
／
よ
り
ち
つ
た
る
勢
共
な
く
今
井
の
旗
を
見
付
て
／
五
騎
十
騎
つ
ゝ
は
せ
参
ほ
と
に
程
な
ふ
五
百
余
騎
に
そ
な
り
に
け
る
傍
線
部
が
基
調
本
文
に
は
脱
落
し
て
い
る
。
同
様
に
、
一
続
き
の
内
容
を
も
つ
④
⑤
で
も
、「
こ
れ
は
三
位
の
中
将
の
侍
に
木
工
馬
允
政
時
と
申
も
の
に
て
候
」
と
い
う
一
文
の
脱
落
ゆ
え
と
判
断
で
き
る
 
 
。
と
す
れ
ば
、
振
り
返
っ
て
、
こ
れ
と
同
筆
と
み
ら
れ
る
切
り
接
ぎ
訂
正
①
②
が
な
さ
れ
た
背
景
に
も
ま
た
、
類
同
の
事
情
が
想
定
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
右
の
ご
と
き
様
態
か
ら
は
、
脱
文
に
目
を
配
り
、
そ
れ
を
訂
正
す
る
作
業
が
、
基
調
本
文
書
写
と
は
別
時
点
で
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
際
に
は
同
系
統
本
文
を
持
つ
別
の
伝
本
が
参
照
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
　
こ
の
点
と
も
関
わ
っ
て
、
全
巻
に
わ
た
っ
て
、
行
間
補
入
が
随
所
に
み
ら
れ
る
こ
と
も
指
摘
し
て
お
こ
う
。
中
に
は
振
り
仮
名
の
上
に
重
な
っ
て
い
る
例
も
あ
り
、
本
文
と
同
筆
・
別
筆
と
も
に
存
在
す
る
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
数
次
に
わ
た
っ
て
こ
う
し
た
作
業
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
 
 
。
そ
の
過
程
で
は
、
や
は
り
基
調
本
文
を
同
系
統
の
本
文
に
よ
っ
て
確
認
す
る
と
い
う
営
為
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
推
察
で
き
よ
う
。
　
微
細
な
点
に
踏
み
込
み
つ
つ
、
城
幸
本
に
痕
跡
と
し
て
残
さ
れ
た
本
文
改
訂
の
諸
相
を
概
観
し
て
き
た
。
複
数
に
わ
た
っ
て
本
文
改
訂
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵

　
城
幸
本
『
平
家
物
語
』
に
つ
い
て
―　　―
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
い
い
か
え
れ
ば
城
幸
本
が
そ
の
間
く
り
返
し
実
際
に
「
読
ま
れ
て
」
い
た
こ
と
を
再
確
認
し
て
お
き
た
い
。
近
世
に
お
け
る
営
為
で
は
あ
る
が
、
こ
う
し
た
作
業
の
実
態
は
、
中
世
に
お
け
る
『
平
家
物
語
』
の
本
文
改
訂
の
動
き
を
考
え
る
際
の
参
考
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
一
方
、
城
幸
本
の
問
題
に
限
っ
て
い
え
ば
、
こ
う
し
た
行
為
は
ど
こ
で
、
な
ぜ
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
問
い
が
浮
か
ぶ
。
そ
れ
は
、
同
本
が
城
幸
検
校
の
も
と
か
ら
ど
の
よ
う
に
伝
来
し
た
の
か
と
も
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
近
世
の
「
八
坂
流
」
平
曲
へ
の
関
心
の
中
に
本
書
が
お
か
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
も
想
像
す
る
が
、
そ
の
可
能
性
を
窺
い
見
る
に
と
ど
め
、
こ
れ
以
上
の
推
測
は
慎
み
た
い
。
五　
お
わ
り
に
　
以
上
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
新
た
に
蔵
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
『
平
家
物
語
』
に
つ
い
て
、
そ
の
基
礎
的
事
項
に
つ
い
て
紹
介
・
検
討
し
て
き
た
。
近
世
始
発
期
に
お
い
て
検
校
と
の
関
係
を
有
し
た
八
坂
系
第
二
類
本
に
つ
い
て
、
本
文
面
か
ら
は
も
ち
ろ
ん
、『
平
家
物
語
』
を
と
り
ま
く
近
世
初
期
の
社
会
・
文
化
環
境
と
の
関
わ
り
や
当
道
の
実
態
的
な
動
向
な
ど
、
今
後
さ
ら
に
多
角
的
な
調
査
・
検
討
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
そ
う
し
た
よ
り
本
格
的
な
検
討
お
よ
び
本
文
紹
介
は
、
機
会
を
改
め
て
お
こ
な
う
こ
と
と
し
た
い
。
注（１
）　
本
文
と
同
筆
か
否
か
の
判
断
は
し
か
ね
る
。
思
文
閣
目
録
で
は
同
筆
と
す
る
。
（
２
）　
思
文
閣
目
録
は
慶
長
頃
写
と
す
る
。
（
３
）　
『
続
群
書
類
従
』
十
九
下
所
収
「
平
家
勘
文
録
」
付
載
。
（
４
）　
八
坂
系
第
二
類
本
Ｂ
種
に
分
類
さ
れ
る
城
方
本
は
慶
長
頃
書
写
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
那
須
本
は
各
巻
末
・
巻
頭
に
付
さ
れ
た
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
十
月
上
旬
の
古
筆
了
伴
の
極
め
に
よ
れ
ば
、
近
衛
前
久
・
烏
丸
光
広
・
冷
泉
永
宣
・
仁
和
寺
覚
性
院
真
淳
僧
正
の
書
写
に
か
か
る
と
い
う
。
田
中
―　　―
教
忠
本
は
「
江
戸
初
期
も
し
く
は
十
六
世
紀
に
遡
る
字
か
」
と
す
る
説
が
示
さ
れ
て
い
る
（
櫻
井
陽
子
氏
『
平
家
物
語
の
形
成
と
受
容
』〈
二
〇
〇
一
・
二　
汲
古
書
院
〉
第
二
部
第
一
篇
補
足　
初
出
一
九
九
六
・
三
）。
奥
村
家
本
は
、
小
倉
城
椿
検
校
の
所
望
に
よ
っ
て
、
一
華
堂
乗
阿
が
筆
を
執
り
、
外
題
を
竹
内
門
跡
の
筆
と
す
る
奥
書
を
持
つ
。
山
下
宏
明
氏
編
『
八
坂
本
平
家
物
語
』
解
題
（
一
九
八
一
・
六　
大
学
堂
書
店
）
で
は
、
城
椿
は
天
正
五
年
（
一
五
七
七
）
に
検
校
に
昇
っ
た
人
、
竹
内
門
跡
は
良
恕
法
親
王
と
み
ら
れ
て
い
る
。
乗
阿
に
つ
い
て
は
、
小
高
俊
郎
氏
『
近
世
初
期
文
壇
の
研
究
』（
一
九
六
四
・
十
一　
明
治
書
院
）
に
詳
細
な
伝
記
研
究
が
あ
り
、
和
歌
・
連
歌
・
古
典
学
等
に
通
じ
た
時
衆
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
河
野
憲
善
氏
『
一
遍
教
学
と
時
衆
史
の
研
究
』（
一
九
八
一
・
九　
東
洋
文
化
出
版
）
第
二
篇
第
六
章
「
乗
阿
一
乗
に
つ
い
て
」、
川
平
ひ
と
し
氏
「
為
和
か
ら
乗
阿
へ
―
―
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
『
冷
泉
家
相
伝
』
の
紹
介
を
兼
ね
て
―
―
」（「
跡
見
学
園
女
子
大
学
紀
要
」　
　
一
九
九
四
・
三
）
等
参
照
。

（
５
）　
館
山
漸
之
進
氏
『
平
家
音
楽
史
』
所
引
。
芸
林
舎
版
に
拠
っ
た
。
中
山
太
郎
氏
『
日
本
盲
人
史
』（
一
九
三
四
・
七　
昭
和
書
房　
パ
ル
ト
ス
社
復
刊
本
に
拠
る
）
第
六
章
「
江
戸
時
代
」、
冨
倉
徳
次
郎
氏
『
平
家
物
語
研
究
』（
一
九
六
四
・
十
一　
角
川
書
店
）
第
五
章
一
「
江
戸
時
代
の
平
曲
」
に
関
連
す
る
指
摘
が
あ
る
。
（
６
）　
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
ま
で
の
記
事
を
収
め
る
。
高
木
市
之
助
氏
他
編
増
補
国
語
国
文
学
研
究
史
大
成
９
『
平
家
物
語
』（
一
九
七
七
・
四　
三
省
堂
）
所
収
翻
刻
に
拠
る
。
（
７
）　
山
下
宏
明
氏
『
平
家
物
語
研
究
序
説
』（
一
九
七
二
・
三　
明
治
書
院
）
の
分
類
に
拠
る
。
（
８
）　
こ
の
点
は
、
思
文
閣
目
録
が
京
資
本
と
の
近
似
を
指
摘
し
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
（
９
）　
山
下
宏
明
氏
編
『
平
家
物
語
八
坂
系
諸
本
の
研
究
』（
一
九
九
七
・
十　
三
弥
井
書
店
）
所
収
。
（　
）　
思
文
閣
目
録
は
同
筆
と
す
る
が
保
留
と
し
た
い
。

（　
）　
こ
の
ほ
か
に
、
本
文
と
は
別
墨
で
、
一
部
に
濁
点
が
付
さ
れ
た
り
、
助
詞
「
の
」
な
ど
が
文
字
間
・
右
傍
に
小
字
で
補
わ
れ
た
り
し
て
い
る
箇
所

も
多
い
。「
語
り
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
な
お
慎
重
を
期
し
た
い
が
、
そ
の
可
能
性
を
無
視
で
き
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
（　
）　
摂
政
基
房
が
都
に
引
き
返
す
話
全
て
に
あ
た
る
。

（　
）　
な
お
、
こ
の
一
文
は
、
基
調
本
文
の
行
間
に
も
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

（　
）　
先
の
④
で
は
、
綴
じ
込
み
紙
に
記
さ
れ
た
訂
正
本
文
に
さ
ら
に
行
間
補
入
が
な
さ
れ
て
も
い
る
。

早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵

　
城
幸
本
『
平
家
物
語
』
に
つ
い
て
―　　―
﹇
使
用
本
文
﹈
　
京
都
府
立
総
合
資
料
館
本
…
…
原
本
お
よ
び
紙
焼
写
真
。
　
彰
考
館
本
…
…
国
文
学
研
究
資
料
館
紙
焼
写
真
。
　
城
方
本
…
…
原
本
お
よ
び
紙
焼
写
真
。
﹇
付
記
﹈
城
幸
本
の
閲
覧
・
調
査
に
関
し
て
早
稲
田
大
学
図
書
館
特
別
資
料
室
の
各
位
、
な
ら
び
に
日
下
力
氏
・
大
津
雄
一
氏
の
ご
教
示
・
ご
尽
力
を
得
た
。
こ
こ
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
京
都
府
立
総
合
資
料
館
・
内
閣
文
庫
他
、
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
を
お
許
し
下
さ
っ
た
諸
機
関
各
位
に
も
、
あ
わ
せ
て
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
（
す
ず
き　
あ
き
ら　
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
／
文
学
部
非
常
勤
講
師
）　
―　　―
